





















　ワークショップの対象は看護師 3 名（高度救命救急センター 2 名、精神科 1 名）、産業デザイナー1 名、デザ
イン学部教員 1 名、デザイン学部の学生 2 名、計 7 名。対象者は、縁故法により募集した。
2. データの収集方法
　2017 年 2 月、距離表示のデザインをより良くすることを目的としたワークショップを行い、心臓リハビリに用い
る距離表示のアイデア案を分類した。
　ワークショップはブレインストーミングの手法を用いて以下の 3 段階で実施した。①アイデア案：個人作業によ
























や心電図を確認できる電光掲示を備えた廊下「ハ トービ トーストリ トー」（図 2）など 22件のアイデアが創造された。
図 1．「日本百景」イメージパ スー
図 2．「ハ トービ トーストリ トー」アイデア案
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